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人と自然が輝く高原のまちをめざして
～ 平成 25 年度予算概要 ～

★高原の特徴を生かした快適で魅力に満ちたまちづくり
・源流の里維持再生事業…………………………………………………………………………… 4,151 万円
・防災・災害対策に関する事業……………………………………………………………………… 995万円
・簡易水道事業（特別会計）… ……………………………………………………………… 1億 8,660 万円
・やすらぎ苑施設経費……………………………………………………………………………… 2,950 万円
・エコタウン等普及促進事業……………………………………………………………………… 5,450 万円

★地域資源を生かした活力ある産業と交流のまちづくり
・未来創造支援事業（ブランド構築・確立・新規就農者支援）… …………………………… 3,656 万円
・森林環境保全整備事業（旧育成林整備事業）… ……………………………………………… 1,930 万円
・有害鳥獣駆除対策事業…………………………………………………………………………… 1,796 万円
・観光団体等育成事業……………………………………………………………………………… 1,518 万円
・商工会育成支援事業……………………………………………………………………………… 1,537 万円

★保健・医療・福祉が充実した安心して暮らせるまちづくり
・定住促進対策事業………………………………………………………………………………… 3,168 万円
・予防接種事業……………………………………………………………………………………… 3,267 万円
・動物愛護事業………………………………………………………………………………………… 204万円
・病院運営経費（事業会計）… ………………………………………………………………… 2億 180万円
・医療従事者奨学金貸付事業……………………………………………………………………… 1,106 万円
・乳幼児保育事業（託児所運営）… ……………………………………………………………… 1,822 万円
・保育所経費（５保育所）… ………………………………………………………………… 1億 2,124 万円

★自然と歴史を生かした教育・文化のまちづくり
・小・中・高校教育支援事業……………………………………………………………………… 3,788 万円
・統合中学校建設事業………………………………………………………………………… 1億 2,485 万円
・教養の町読書推進事業……………………………………………………………………………… 100万円

★交通・情報通信基盤の整った一体感あふれるまちづくり
・生活交通機関確保事業…………………………………………………………………………… 9,780 万円
・かがやきネット管理運営経費…………………………………………………………………… 6,207 万円
・社会資本総合交付金事業（４路線）… ……………………………………………………… 2億 240万円
・単独町費町道整備事業（９路線）… …………………………………………………………… 8,470 万円
・道路維持対策事業………………………………………………………………………………… 4,618 万円

　平成25年度予算，一般会計92億5,000万円，特別会計など９会計42億1,430万円の予算が動き
出しました。
　今年度は，「若者が夢と希望を持ち，安心して子育てができる環境づくりの実現」に向け，雇用の
創出と働く場所の確保を最重要課題と位置づけ，全町民が夢と希望を持ち，安心して暮らせる環境
づくりに取り組みます。
　引き続き行財政改革を推進しながら，新町建設の目標である５項目を柱に「人と自然が輝く高原
のまちづくり」を推進します。
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おめでとうございます
神石高原町ブライダルセンター

　ブライダルセンター結婚相談所の所長・副所長による出会いのセッティングで，今年３月に隆弘
さん・かおりさんが挙式をされました。はじめて出会われた時お二人は，とても恥ずかしそうにさ
れておられたようです。ちょっと勇気を出せば素敵な人とめぐり合えるのですね。末永くお幸せに。

　神石高原町ブライダルセンターはまちづくり推進課内に設置
し，登録申込書に未婚者のプロフィールや写真を掲載し，結婚に
関する個別の相談にきめ細やかに応じることで結婚までをサポー
トしています。また，結婚相談所に登録された個人情報は厳格に
管理していますのでご安心ください。神石高原町に定住してくだ
さる方なら町内・町外は問いません。独身のみなさん，ぜひ登録
してください。

登録者の中から結婚相談所長がお見合いを設定します。

そして交際…結婚へとサポートしていきます。

神石高原町ブライダルセンター結婚相談所へ登録します。

結婚相談員がブライダルセンターの概要説明と制度利用のご案内をします。

「結婚の意志の確認」と「定住の意思の確認」をさせていただきます。

結婚相談の流れ
結婚相談所長の西本さん（左），
副所長の山口さん（右）

新しい出会い…結婚を応援！
「神石高原町ブライダルセンター」をご利用ください

私たちにお気軽にご相談ください
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平
成
25
年
度
神
石
高
原
町
国
民
健
康
保
険
事
業
計
画
お
よ
び
特
別
会
計
予
算
を
審

議
す
る
た
め
、
２
月
27
日
に
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
協
議
会
に
対
し
諮
問
を
行
い
、
出
席
委
員
の
採
決
に
よ
り
事
業
計
画
お

よ
び
特
別
会
計
予
算
の
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
町
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
医
療
費
に

つ
い
て
は
横
ば
い
状
況
が
続
く
も
の
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
安
定
し
た
事
業
運
営
を

行
う
た
め
に
は
、
被
保
険
者
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
予
防
対
策
に
重

点
を
お
い
た
取
組
み
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
総
合
健
診
な
ど
（
特
定
健
診
）
を
受
診
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
25
年
度
の
保
険
税
率
に
つ
い
て
は
、
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
福
祉
課
医
療
保
健
係
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
☎
８
９
‐
３
３
３
５

神石高原町食育推進ネットワーク協議会
地産地消部会

伝統食材食べていますか？

毎月19日は食育の日

　冬から春への季節の変わり目ごろか
ら，山や野原には特有の苦みと香りを
持った山菜が芽を出してきます。春の
山菜は，ポリフェノールやビタミンＣ
などが多く含まれており，強い抗酸化
力，血行促進，代謝促進作用がありま
す。季節の変わり目で体調を崩しがち
な春にはぴったりな食べ物なので，日
本最古の歌集である「万葉集」にも登場
するほど，古くから親しまれている食
べ物です。春の山へ家族で出かけ，楽

しく収穫・調理をし，
苦みや独特な風味を楽
しみながら食べましょ
う。旬の山菜を楽しむ
ことは，食の伝統継承
にもつながります。

　
3
月
20
日
、 

神
龍
湖
振
興
研
究
会
と
帝
釈
峡
広
域
観

光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ
る

「
春
の
帝
釈
峡
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
町
内
外

か
ら
30
人
の
参
加
が
あ
り
、「
カ
ヤ
ッ
ク
清
掃
の
部
」
と

「
一
般
清
掃
の
部
」
に
分
か

れ
て
、
神
龍
湖
と
周
辺
道
路

の
一
斉
清
掃
活
動
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。
約
2
時
間
の
作

業
で
軽
ト
ラ
ッ
ク
1
台
分
の

ゴ
ミ
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
研
究
会
で
は
、
今
後
も

継
続
的
な
清
掃
活
動
を
実
施

さ
れ
、
帝
釈
峡
の
環
境
美
化

活
動
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

春
の
帝
釈
峡
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦

道路にたまった落ち葉を集める参加者

カヤックで湖面を清掃中

　
豊
松
子
ど
も
神
楽
保
存
会
（
代
表 

尾
崎
生
雄
）
で
は
、
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
活
用
し
、
神
楽
の
衣
装
な
ど
を
購
入
さ
れ
ま
し
た
。

豊松子ども神楽協議会会長から答申を受ける牧野町長

自
治
宝
く
じ
助
成
事
業

　
1
月
6
日
に
は
地
元
振
興
会
の
文
化
祭
で
披
露
さ

れ
、
新
調
さ
れ
た
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
子
ど
も
た

ち
の
舞
に
、
来
場
者
か
ら
喜
び
の
声
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　
豊
松
子
ど
も
神
楽
保
存
会
で
は
、
今
後
も
子
ど
も

神
楽
の
伝
承
活
動
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

　
自
治
宝
く
じ
助
成
事
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健

全
な
発
展
と
宝
く
じ
事
業
の
普
及
宣
伝
を
目
的
と
し

て
、
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
地
域
の
団
体
へ
助

成
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
開
催
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町 立 病 院 か ら の お 知 ら せ

町立病院健康学習会「まめくらぶ」「在宅介護のポイント」～おむつの話・食べることの話～
　３月 19日の「まめくらぶ」では，訪問看護を担当している外来看護師が在宅介護でのおむつの話，管
理栄養士が食事の話をしました。

　おむつ交換や食事は，健康管理や健康状態の把握には欠かせない介護の
ポイントで，栄養管理や食事環境・おむつ交換の手順や排泄物のチェック
など気を付けなければいけないことが多くあり，介護者には大きな負担に
なっています。
　その負担を少しでも減らせたらと，市販の介護食の種類や有効な利用の
仕方，紙おむつの使い方やスムーズなおむつ交換の方法を説明しました。
　介護の負担を減らし，介護者自身の体調管理もして欲しいと思います。

「高校生の医療体験セミナー」
　３月 21日，将来，医師を希望する高校生２名が町立病院の医療体験
セミナーに参加しました。
　他の病院ではできない訪問診療の見学や職員と患者さんの関わりな
ど，地域医療を肌で感じ，さらに将来への気持ちが強まった様子でした。

（選定理由）
神石高原町の「じ」で地域の「和」を，町の木「ヤマボウシ」を使い，清楚で誰から
も愛される神石高原中学校を表現している。しかも，町色「神石高原ブルー」で
色彩も鮮やかである。
※「神石高原ブルー」…表紙の町章に使用している色

「神石高原中学校」の校章が決定！
　平成26年度開校予定の「神石高原中学校」の校章が決まりました。
　応募総数119点（一般20人，中学生61人，高校生38人）の中から，町の木「ヤマボウシ」の白い花
と神石高原の「じ」で自然の中で伸びやかに成長する「神石高原中学校の生徒の姿」を表現した，北野
公一さん（和歌山県田辺市）の作品が優秀賞として，矢川大貴さん（油木高校１年），小林黛夢さん（油
木中学校２年）の２点が佳作としてそれぞれ選ばれました。
　文字どおり神石高原中学校の生徒が，伸びやかに成長してくれることを期待しています。

神石高原中学校の校章のデザイン

平成 25 年度　外来診療は次のとおりです
受付時間：午前８時～ 11時 30分（ただし，救急は 24時間対応）
注　　意：医師の都合により診療日を変更することがあります。� ※表中カッコ内の数字は月内の週を示す

月 火 水 木 金

内科
１診 原　田 阿　嶋 原　田 鈴　木 阿　嶋
２診 漆　谷 服　部 漆　谷 服　部 服　部
３診 谷　口 谷　口
６診 原　田

外　　科 広島大学 内藤クリニック（２，４） 広島大学
総合外来 谷　口 漆谷（２，４，５）

福山市民（１，３） 広島大学 阿嶋（１，３，５）
広島大学（２，４）

原田（２，４，５）
福山市民（１，３）

整形外科 県立広島病院（２，４）
眼　　科 広島大学
脳神経外科 寺岡記念病院（２，４）
呼吸器内科 県立広島病院（月２回）
もの忘れ外来 服部（２，４ 午後） 寺岡記念病院（２，４ 午前）

※■…要予約
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トピックス＆ニュース

　
児
玉
忠
雄
さ
ん
（
小
畠
）
が
旭
日
単

光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
児
玉
さ
ん

は
旧
三
和
町
議
会
議
員
を
３
期
12
年
在

職
さ
れ
、
安
全
で
安
心
な
生
活
環
境
の

構
築
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
基

幹
産
業
で
あ
っ
た
林
業
の
振
興
に
意
欲

的
に
取
り
組
み
、
永
年
に
わ
た
り
地
方

自
治
発
展
に
貢
献
さ
れ
、
そ
の
功
績
が

顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
受
章
と
な
り

ま
し
た

　
広
島
県
堆
肥
セ
ン
タ
ー
協
議
会
（
会
長

前
原
重
宣
）
主
催
の
第
7
回
広
島
県
堆
肥

共
励
会
（
出
品
数
18
）
が
、
３
月
６
日
に

広
島
県
畜
産
試
験
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
神
石
高
原
町
か
ら
は
、
油
木
地
域
堆
肥

セ
ン
タ
ー
と
神
石
地
域
堆
肥
セ
ン
タ
ー
が

出
品
さ
れ
、
神
石
地
域
堆
肥
セ
ン
タ
ー
が

優
秀
賞
に
、
油
木
地
域
堆
肥
セ
ン
タ
ー
が

優
良
賞
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
神
石
地
域
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
伊
勢
村
正

治
組
合
長
は
、
こ
れ
か
ら
も
耕
種
農
家
に

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
い
堆
肥
を
作
り
続
け

て
い
き
た
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
第
18
回
環
境
保
全
型
農
業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
全
国
環
境
保
全
型
農
業
推
進
協

議
会
長
賞
を
、神
石
こ
だ
わ
り
農
場
（
代
表　
伊
勢
村
文
英
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
神
石
こ
だ
わ
り
農
場
は
、
山
林
の
土
着
菌
を
利
用
し
た
堆
肥
づ
く
り
、
成
長
速
度

の
異
な
る
作
物
を
組
み
合
わ
せ
る
混
植
・
混
播
を
行
う
こ
と
に
よ
る
有
機
農
法
な
ど

高
齢
者
叙
勲
（
旭
日
単
光
章
）
を
受
章
さ
れ
ま
し
た

広
島
県
堆
肥
共
励
会 

神
石
地
域
堆
肥
セ
ン
タ
ー
が
優
秀
賞
入
賞

有
機
農
業
の
普
及
・
促
進
の
取
り
組
み
に
表
彰

食
育
を
通
じ
た
生
活
指
導
に
表
彰　

伝
統
料
理
を
本
に
ま
と
め
「
神
石
高

原
町
残
し
て
お
き
た
い
お
ふ
く
ろ
の

味
」
を
発
行
し
た
「
神
石
公
民
館
い
き

い
き
ふ
れ
あ
い
教
室
」
が
、
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
生
活
と
規
則
正
し
い
生
活

に
向
け
た
特
色
あ
る
活
動
が
認
め
ら
れ

『
優
れ
た
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
運

動
」
の
推
進
に
か
か
る
文
部
科
学
大
臣

表
彰
』
を
受
賞
し
、
3
月
7
日
東
京
都

で
開
催
さ
れ
た
表
彰
式
に
出
席
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
も
神
石
高
原
の
伝
統
料
理

を
通
じ
て
、
健
康
的
な
食
と
生
活
習
慣

を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

独
自
技
術
に
よ
る
取
り
組
み
に
加
え
、
畜
産

を
取
り
入
れ
た
複
合
経
営
、
生
物
多
様
性
保

全
の
実
践
を
行
う
な
ど
幅
広
い
工
夫
・
実
践

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
販
売
面
に
お
い
て
は
生
産
者
、
消
費
者
が

一
体
と
な
っ
た
組
織
「
か
た
つ
む
り
の
会
」

の
中
で
お
互
い
が
直
接
価
格
の
検
討
を
行
う

こ
と
で
、
安
定
的
生
産
に
努
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
研
修
生
の
受
け
入
れ
を
35
年
間

に
わ
た
り
実
施
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
有
機
農

業
講
座
を
開
設
す
る
な
ど
有
機
農
業
の
普
及

促
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
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町からのお知らせ
総
務
課�

☎
８
９-

３
３
３
０

▼�
行
政
相
談
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

　
こ
の
た
び
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員

に
次
の
と
お
り
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

油
木
地
区
：
藤
井
世
威
子
さ
ん
（
南
ゆ
き
）

神
石
地
区
：
樋
村　
良
幸
さ
ん
（
福　
永
）

豊
松
地
区
：
金
森　
伸
行
さ
ん
（
有　
木
）

三
和
地
区
：
重
松　
文
宏
さ
ん
（
小　
畠
）

【
任
期
】

　
平
成
25
年
4
月
1
日
～
平
成
27
年
3
月
31
日

　
行
政
相
談
委
員
は
、
国
を
は
じ
め
と
す
る

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
を
お
聞
き
し
、

そ
の
解
決
や
実
現
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に

こ
れ
ら
を
、
行
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
相
談

を
受
け
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
度
も
引
き
続
き
、
第
１

水
曜
日
に
行
政
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

建
設
課�

☎
８
９-

３
３
３
８

▼�

平
成
25
年
度
土
地
改
良
補

助
金
交
付
事
業
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
次
の
事
業
に
対
し
、
そ

の
事
業
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
事
業

　
暗
渠
排
水
事
業
・
水
田
明
渠
排

水
事
業・小
規
模
基
盤
整
備
事
業・

土
地
改
良
事
業
（
農
道
改
良
・
農

道
舗
装
・
か
ん
が
い
排
水
・
た
め
池
）

※�

申
請
か
ら
完
了
ま
で
の
採
択
条
項
に
つ
い

て
は
、
建
設
課
基
盤
整
備
係
の
実
施
要
領

に
基
づ
く
こ
と
と
し
、
３
月
末
日
ま
で
に

工
事
を
完
了
す
る
も
の
。

●
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

　
指
定
の
申
請
書
に
添
付
書
類
を

添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
建
設
課
基
盤
整
備
係

お
よ
び
各
支
所
町
民
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
締
め
切
り

　

随
時
申
請
受
付
を
行
い
ま
す

が
、
平
成
25
年
度
事
業
実
施
分
は

10
月
31
日
（
木
）
を
締
め
切
り
と

し
ま
す
。

※�

た
だ
し
、
当
初
予
算
を
上
回
る
申
請
が
あ
っ

た
場
合
、
す
ぐ
に
実
施
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
申
請
受
付
場
所

　
建
設
課
基
盤
整
備
係
お
よ
び

　
各
支
所
町
民
課

相談日 時　間 会　場月 日
４月 ３日

午前

9：30

～

11：30

油木コミュニティセンター
５月 １日 役場豊松支所
６月 ５日 三和公民館
７月 ３日 役場神石支所
８月 ７日 油木コミュニティセンター
９月 ４日 役場豊松支所
10月 ２日 三和公民館
11月 ６日 役場神石支所
12月 ４日 油木コミュニティセンター
１月 ８日 役場豊松支所
２月 ５日 三和公民館
３月 ５日 役場神石支所
※１月は，第２水曜日となります。

環
境
衛
生
課�

☎
８
９-

３
３
３
６

▼
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
対
策
補
助
事
業
に
つ
い
て

●�

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等
購
入
補
助
事
業

　

�

木
質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
や
薪
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を
購
入
す
る
費
用
な

ど
に
対
し
て
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

　
【
補
助
率
】
３
分
の
１
（
上
限
10
万
円
）

　
【
申
請
期
限
】
11
月
末
（
事
後
申
請
不
可
）

●
住
宅
用
太
陽
熱
温
水
器
設
置
費
補
助
事
業

　

�

住
宅
用
太
陽
熱
温
水
器
を
設
置
す
る
費
用
に
対
し
て
予
算
の
範
囲
内

に
お
い
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

　
【
補 

助 

率
】
５
分
の
１

　
　
　
　
　
　

 

（
上
限　
自
然
循
環
型
５
万
円　
強
制
循
環
型
10
万
円
）

　
【
申
請
期
限
】
11
月
末
（
事
後
申
請
不
可
）

●
雨
水
利
用
タ
ン
ク
設
置
費
助
成
事
業
（
住
宅
用
）

　
�

雨
水
を
有
効
利
用
す
る
た
め
の
住
宅
用
雨
水
利
用
タ
ン
ク
を
設
置
す

る
費
用
に
対
し
て
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
助
成
し
ま
す
。

　
※
農
業
用
不
可

　
【
助 

成 
率
】
２
分
の
１
（
上
限
３
万
円
）

　
【
申
請
期
限
】
11
月
末
（
事
後
申
請
不
可
）

●
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
設
置
費
補
助
事
業

　

�

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
設
置
す
る
場
合
に
予
算
の
範

囲
内
に
お
い
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

　
【
補
助
金
額
】

設
置
区
分

補　
助　
金

シ
ス
テ
ム
の
み

４
万
円
／
kw（
１
，０
０
０
円
未
満
切
捨
て
）【
上
限
16
万
円
】

シ
ス
テ
ム
お
よ
び
省
エ
ネ
設
備

５
万
円
／
kw（
１
，０
０
０
円
未
満
切
捨
て
）【
上
限
20
万
円
】

　
【
申
請
期
限
】
11
月
末
（
事
後
申
請
不
可
）

　
　
　

 　
　
　
工
事
着
手
の
10
日
前
ま
で
に
申
請
の
こ
と
。

※�

い
ず
れ
の
補
助
金
も
先
着
順
と
し
、
申
請
期
限
到
来
前
で
あ
っ
て
も
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終

了
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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町からのお知らせ
ま
ち
づ
く
り
推
進
課�

☎
８
９-

３
３
３
２

▼�「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
事
業
」

「
自
治
振
興
会
集
会
所
建
築
補
助
金
」
に
つ
い
て

　
町
で
は
「
人
と
自
然
が
輝
く
高
原
の
ま

ち
」
を
め
ざ
し
、
個
性
と
創
造
に
満
ち
た

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
行
う
事
業
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　
地
域
活
性
化
の
た
め
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

「
神
石
高
原
町
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
事
業
」

【
事
業
内
容
】

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
事
業

○�

町
内
の
団
体
な
ど
が
、
ま
ち
づ
く
り
、

人
づ
く
り
の
た
め
に
行
う
事
業
に
助
成

○�

地
域
イ
ベ
ン
ト
、
交
流
事
業
、
事
業
費

１
０
０
万
円
以
内
の
ハ
ー
ド
事
業
な
ど

・
助
成
金
額
：
対
象
事
業
費
の
原
則
８
割

以
内

学
習
活
動
支
援
事
業

○�

町
内
の
団
体
な
ど
が
行
う
ま
ち
づ
く
り

な
ど
学
習
会
、
研
修
会
な
ど
の
開
催
に

助
成

・
助
成
対
象
：
必
要
経
費
の
う
ち
講
師
お

よ
び
指
導
者
の
謝
金
お
よ

び
旅
費（
宿
泊
費
を
含
む
）

・
助
成
金
額
：
１
件
10
万
円
以
内

●
選
考
方
法

　
審
査
会
の
審
査
に
よ
り
、
助
成
金
の
交

付
を
決
定
し
ま
す
。

　
町
内
４
地
区
に
お
い
て
、
申
請
状
況
に

よ
り
毎
月
中
旬
に
開
催
予
定
で
す
。

「
神
石
高
原
町
自
治
振
興
会
集
会
所

�

建
築
補
助
金
」

【
事
業
内
容
】

○�

集
会
所
の
設
置
ま
た
は
既
存
の
集
会
所

の
改
修

・
助
成
金
額
：
対
象
事
業
費
の
50
％

　
　
　
　
　
　
上
限　
新
築
の
場
合

�

３
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　
改
修
の
場
合
１
０
０
万
円

（
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
）

・
改
修
費
が
20
万
円
未
満

・
指
定
管
理
施
設　
　
な
ど

○
集
会
所
の
外
構
工
事

・
助
成
金
額
：
材
料
費
の
全
額

　
　
　
　
　
　
上
限
30
万
円

（
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
）

・
改
修
費
が
５
万
円
未
満

・
外
構
工
事
の
工
事
費

●
申
請
方
法
・
申
請
時
期

　
平
成
25
年
10
月
末
日
ま
で
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

お
よ
び
各
支
所
町
民
課
ま
た
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
応
募
要
領
を
ご
覧
の
う
え
、

所
定
の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�「
が
ん
ば
る
神
石
高
原
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
」を

ご
存
じ
で
す
か
？

　
本
町
で
は
「
が
ん
ば
る
神
石
高

原
町
ふ
る
さ
と
応
援
条
例
」
を
制

定
し
て
い
ま
す
。

　
町
外
の
知
人
や
友
人
に
声
を
か

け
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
神
石
高
原

町
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。

◎
制
度
の
内
容

　

こ
の
制
度
は
、「
ふ
る
さ
と
」

に
対
し
、
貢
献
ま
た
は
支
援
し
た

い
と
い
う
納
税
者
の
思
い
を
実
現

す
る
観
点
か
ら
、
地
方
公
共
団
体

に
対
す
る
寄
付
金
税
制
を
見
直

し
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄

付
金
の
一
部
を
所
得
税
と
合
わ
せ

て
控
除
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
寄
付
金
は
、
出
身
地
に

限
ら
ず
、
全
都
道
府
県
・
市
町
村

か
ら
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、

「
故
郷
へ
の
恩
返
し
」
と
い
う
面

と
、「
好
き
な
地
域
を
支
援
す
る
」

と
い
う
側
面
を
持
っ
て
い
ま
す
。

神�
石
高
原
町
か
ら
の
お
礼
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
よ
り
１
０
，０
０
０
円
以

上
寄
付
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
，
神
石
高
原
町
の
豊
か
な
自
然
が
育
ん

だ
ふ
る
さ
と
産
品
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

※�
寄
付
金
控
除
の
対
象
に
も
な
り
ま
す
の
で
，
詳
し
く
は
お
住
ま
い
の
市
町
村
民
税
担
当
課

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

寄付金

●教養の町「神石高原町」づくり
●快適な学習環境と小・中・高校連携教育づくり
●若者が定住する町づくり

●�高齢者・障害者が安心して住みつづけられ
る町づくり
●水源の里まちづくり

神石高原町寄付者

いただいた寄付
金は神石高原町
のまちづくりに
活用します。
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Hot Town News

　
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
る
た
め
、
地
球
温
暖
化

防
止
や
生
物
多
様
性
保
全
に
積
極
的
に
貢
献
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
エ
コ
フ
ァ

ー
マ
ー
と
は
、
堆
肥
な
ど
を
活
用
し
た
土
づ
く
り

と
一
定
量
以
上
の
化
学
肥
料
・
化
学
合
成
農
薬
の

軽
減
を
一
体
的
に
行
な
う
農
業
計
画
を
作
成
し
、

認
定
を
受
け
た
農
業
者
の
愛
称
で
す
。

　
ま
た
、
よ
り
高
度
な
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
次
の
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
援
対
策
交
付

金
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
各
取
組
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
援
対
策
内
容

【
有
機
農
業
】
交
付
金
額
：
８
，０
０
０
円
／
10
ａ

【
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
な
ど
に
取
り
組
む
エ
コ

フ
ァ
ー
マ
ー
】

対
象
と
な
る
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

①
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ

　

�

主
作
物
の
栽
培
期
間
の
前
後
の
い
ず
れ
か
に
緑

肥
な
ど
を
作
付
け
す
る
取
組

　
交
付
金
額
：
８
，
０
０
０
円
／
10
ａ

②
Ｃ
／
Ｎ
比
率
10
以
上
の
堆
肥
の
施
用 

　

�

土
壌
診
断
に
伴
う
施
肥
計
画
に
基
づ
い
て
一
定

量
以
上
の
堆
肥
施
用
を
行
う
取
組

　
交
付
金
額
：
４
，
４
０
０
円
以
下
／
10
ａ

＊
対
象
農
地
の
土
壌
診
断
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●�

申 

請 

先　
産
業
課
へ
実
施
計
画
書
お
よ
び
交

付
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
締
切
日　
６
月
28
日
（
金
）

▼�

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
？

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

産　

業　

課�

☎
８
９-

３
３
３
７

　
集
会
所
な
ど
公
益
の
た
め
に

直
接
使
用
し
て
い
る
土
地
お
よ

び
家
屋
（
有
料
で
使
用
し
て
い

る
も
の
を
除
く
）
に
か
か
る
固

定
資
産
税
は
申
請
に
よ
り
減
免

と
な
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
固
定
資
産
を
お
持

ち
の
方
は
、
5
月
23
日
（
木
）

ま
で
に
住
民
課
税
務
係
ま
た

は
、
各
支
所
町
民
課
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

▼�
固
定
資
産
税
の

減
免
に
つ
い
て

住
民
課�

☎
８
９-

３
３
３
４

　

固
定
資
産
税
台
帳
の
閲
覧

（
縦
覧
）
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
台
帳

の
確
認
（
※
）
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
な
お
、
閲
覧
の
際
に
は
本
人

で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も

の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
代

理
の
方
が
来
ら
れ
る
場
合
は
委

任
状
が
必
要
で
す
。

●
縦
覧
期
間

　
4
月
1
日
㈪
～
5
月
31
日
㈮

▼�

固
定
資
産
税
台
帳
の
縦
覧

※�

土
地
が
課
税
に
な
っ
て
い
る
人
は
土
地

台
帳
、
家
屋
が
課
税
に
な
っ
て
い
る
人

は
家
屋
台
帳
の
確
認
が
で
き
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
が
、
社
会
保
険
に
加
入
さ

れ
た
場
合
、
原
則
と
し
て
14
日
以

内
に
資
格
喪
失
届
と
併
せ
て
被
保

険
者
証
を
返
還
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
届
出
を
せ
ず
資
格
喪
失
し

て
い
る
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
で
病
院
な
ど
を
受
診
し
た
場

合
、
国
民
健
康
保
険
が
負
担
し
た

医
療
費
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
会
社
な
ど
を
辞
め
ら
れ
て
社
会

保
険
（
任
意
継
続
を
さ
れ
る
方
や

家
族
の
扶
養
と
な
る
方
を
除
く
）

の
資
格
を
喪
失
さ
れ
た
場
合
も
原

則
と
し
て
14
日
以
内
に
国
民
健
康

保
険
に
加
入
す
る
届
出
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
４
月
は
異
動
な
ど
で
届
出

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
交
通
事
故
な
ど
で
被
保

険
者
証
を
使
用
し
治
療
を
受
け
た

場
合
も
必
ず
届
出
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
適
正
な
医
療
給
付
を
行
う
た
め

に
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
町
民

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼�

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
届
出
を
お
願
い
し
ま
す

▼�

５
月
は
児
童
福
祉
月
間
で
す

福　

祉　

課�

☎
８
９-

３
３
３
５

平
成
25
年
度　
「
児
童
福
祉
週
間
」
の
標
語

　
『
君
が
い
る　
た
だ
そ
れ
だ
け
で　
う
れ
し
い
よ
』

　
月
間　
５
月
１
日
（
水
）
～
５
月
31
日
（
金
）

　
週
間　
5
月
5
日
（
日
）
～
5
月
11
日
（
土
）

●�

子
ど
も
や
家
庭
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
つ
い
て
国
民
全
体
で
考

え
る
こ
と
を
目
的
に
、
様
々
な
事
業
や
行
事
を
全
国
的
に
行
い
ま
す
。

・
児
童
福
祉
の
理
念
の
普
及

・
家
庭
に
お
け
る
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
促
進

・
地
域
に
お
け
る
児
童
健
全
育
成
活
動
の
促
進

・
児
童
虐
待
へ
の
適
切
な
対
応　
　
な
ど
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〒720－1522　神石高原町小畠2025
神石高原町役場情報政策室「神石高原バスケットニュース」係
E-mail　jk-kouhou＠town.jinsekikogen.hiroshima.jp

あて先
広報神石高原では，みなさまからのお便りや
お知らせ・俳句など，お待ちしております。
みなさまでこのページをご活用ください。

バスケット
ニュース

神
石
高
原

悪
質
な
電
話
勧
誘
販
売

�

が
横
行
し
て
い
ま
す

　
最
近
、
町
で
は
電
話
勧
誘
に
よ
る
悪
質
な
販
売
の
相

談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
高
齢
の
方
の
相
談
が
多

数
を
占
め
て
い
ま
す
。
消
費
者
が
要
請
し
て
い
な
い
の

に
業
者
が
電
話
に
よ
る
勧
誘
を
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、

強
引
な
勧
誘
や
説
明
不
足
な
ど
に
よ
る
問
題
も
み
ら
れ

ま
す
。

　
電
話
勧
誘
業
者
は
話
術
の
プ
ロ
で
す
。
話
上
手
な
う

え
に
豊
富
な
話
題
で
家
族
の
よ
う
に
、
友
人
の
よ
う
に

親
身
に
話
か
け
て
き
ま
す
。
必
要
な
け
れ
ば
早
め
に
断

る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

　
断
る
と
き
は
、「
要
り
ま
せ
ん
、
電
話
も
か
け
な
い

で
く
だ
さ
い
」
と
は
っ
き
り
言
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

相
手
に
と
っ
て
都
合
良
く
取
ら
れ
て
し
ま
う
断
り
方
も

し
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
し
つ
こ
い
勧
誘
に
根
負
け
し

て
断
り
き
れ
ず
、
不
要
な
商
品

を
購
入
し
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が
出
来

ま
す
。

　
す
ぐ
に
消
費
生
活
相
談
窓
口

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　３月９日，さんわ総
合センターやまなみ
文化ホールでドレミ
ファサークルスプリ
ングフェスティバル
2013が開催されま
した。幼児から小学生

までの総勢25名が歌・ダンス・オペレッタなど
日頃の練習の成果を発表しました。来場者は会場
いっぱいに子ども達の歌声が響く中で，約２時間
の発表を楽しまれました。� （高蓋　Ｍさん）

　３月３日，第19
回JINSEKI雪どけ
マラソンが神石山村
開発センター周辺で
開催されました。澄
み渡る青空のもと，
沿道からの声援を受
けながら，子どもから大人まで90人のランナー
は2.5㎞のコースを駆け抜け，毎年恒例の地元団
体による心尽くしの「うどん」や「おでん」などおい
しくいただきました。� （参加者　Yさん）

ステージに咲いた子ども達の笑顔 JINSEKI 雪どけマラソン

　４月４日，役場神
石支所周辺で，町交
通安全自治会による
『「春の全国交通安全
運動」テント村』が行
われました。まだ気
温は氷点下で白い息を吐きながらの声掛けとなり
ましたが，福山北警察署長をはじめ多くの交通安
全関係機関の方々にご協力いただいて「安全運転
でお願いしまーす！」と交通安全の啓発ができま
した。� （町交通安全自治会）

　昨年12月に完成
した三和屋内練習場
（旧三和小学校体育
館）は，全面ネット
張りで地面には真砂
土が入れてあり，1
月～3月の冬季間で

も打撃練習ができました。4月28日に開催され
る第30回全日本少年野球大会予選突破に向けて
週4回の練習に励んでいます。
　目指せ！全国大会� （時安　Tさん）

テント村で交通安全啓発JKB冬季の野球練習

巡
回
相
談
日

　
消
費
生
活
相
談
窓
口
で
は
、
次
の
と
お
り
相
談
会
を

行
い
ま
す
。
お
困
り
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

4
月
22
日
㈪
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時�

役
場
豊
松
支
所

5
月
27
日
㈪
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時
　
役
場
油
木
支
所

消
費
生
活
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

�

☎
８
９
‐
３
０
８
８
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4
月

Event Calendar

行事カレンダー

日 ９時～17時曜日月日 ９時～17時曜日月 神石高原町立病院
☎85-2711  小　畠

鈴木クリニック
☎87-0199  福　永

吉實クリニック
☎82-0005  油　木

火
水
木

金

土

シルトピアカレッジ

シルトピアカレッジ

小畠交流会館

豊松老人福祉センター

神石老人福祉センター

シルトピアカレッジ

※詳しくは地域子育て支援センター（☎82-2004）へ

お ひ さま広 場 （10：00～15：00）

4

5

日

日

月

金

土

21

28

29

3

4

鈴木クリニック

吉實クリニック

神石高原町立病院

鈴木クリニック

吉實クリニック

5 日

月

日

日

日

5

6

12

19

26

神石高原町立病院

吉實クリニック

神石高原町立病院

鈴木クリニック

神石高原町立病院

4月・5月の休日当番医
16
17

19
20

23
24
25

27

30
1
2

7
8
9
10

11

14
15

17
18

21
22
23
24

25

28
29
30

4月

5月

5
月

平成25（2013）年 4月/5月
15 月
16 火 保育所開放 10：00～ 11：00

� （いずみ保育所TEL：87-0099）
17 水 保育所開放 10：00～ 11：00

� （くるみ保育所TEL：85-3329）
18 木 ミニおひさま広場くるみ 10：30～ 14：00

� （来見ふれあいプラザ）
19 金 保育所開放 10：30～ 11：30

� （とよまつ保育所TEL：84-2132）
家族関係相談 14：00～ 16：00
� （保健福祉センター）（要予約）

20 土 絵本のおはなし会 14：00～
� （シルトピアカレッジ図書館）

21 日 第 19回　下帝釈渓谷コンサート
（花面公園／ながの村TEL：86-0215）

22 月 消費生活相談会 10：00～ 15：00（役場豊松支所）
心の健康相談 13：00～ 15：00

（保健福祉センター）（要予約）
23 火 保育所開放 10：00～ 11：00

� （こばたけ保育所TEL：85-2718）
子育て相談 13：00～ 17：00
� （こばたけ保育所TEL：85-2718）
子どもの読書週間 図書館内特設展示�～ 5/12（日）

24 水 運動のひろば 13：30～ 15：00�（小畠交流会館）
被爆者健康診断 13：30～ 14：00受付
� （総合交流センターじんせきの里）

25 木 被爆者健康診断
10：00～ 10：30受付�（油木山村開発センター）
13：30～ 14：00受付� （陽光の里文化ホール）

26 金 被爆者健康診断
10：00～ 10：30受付� （三和公民館）
マタニティスクール 13：30～ 16：00

（保健福祉センター）（要予約）
27 土
28 日 春だ！タワーだ！春の大記録大会

（とよまつ紙ヒコーキ・タワー／
日本折り紙ヒコーキ協会㈱TEL：084-961-0669）
仙養ケ原ふれあい春祭り週間� ～ 5 月 6日（祝）
（仙養ケ原ふれあいの里／仙養ケ原ふれあいの里

TEL：82-2823）
29 月 国定公園帝釈峡湖水開きWith 神石高原マルシェ

（神龍湖畔・トレイルセンター「しんりゅう湖」／
帝釈峡観光協会TEL：0847-72-0525）

30 火 離乳食教室 10：00～ 12：00
（保健福祉センター）（要予約）

1 水 行政相談会 9：30～ 11：30� （役場豊松支所）
2 木
3 金 ビーフ天国（帝釈峡スコラ高原／㈱帝釈峡スコラ

TEL：86-0535）
4 土 ビーフまつり� ～ 5日（日）

（帝釈峡スコラ高原／㈱帝釈峡スコラ
TEL：86-0535） 

絵本のおはなし会 14：00～
� （シルトピアカレッジ図書館）

5 日
6 月

7 火
8 水 保育所開放 10：00～ 11：00

� （くるみ保育所TEL：85-3329）
9 木 保育所開放 10：30～ 11：30

� （油木保育所TEL：82-0906）
10 金
11 土
12 日
13 月
14 火
15 水
16 木 ミニおひさま広場たかふた 10：30～ 14：00

� （さんわ総合センター）
17 金 保育所開放 10：30～ 11：30

� （とよまつ保育所TEL：84-2132）
家族関係相談 14：00～ 16：00

（保健福祉センター）（要予約）
育児相談 14：00～ 16：00

（保健福祉センター）（要予約）
18 土 絵本のおはなし会 14：00～

� （シルトピアカレッジ図書館）
19 日
20 月 一般健康相談 13：30～ 15：30（保健福祉センター）

離乳食教室 10：00～ 12：00
（保健福祉センター）（要予約）

そば打ちの名人になろう！初心者コース
～ 23日（木）

（帝釈峡スコラ高原／㈱帝釈峡スコラ
TEL：86-0535）

21 火 保育所開放 10：00～ 11：00
� （いずみ保育所TEL：87-0099）

22 水
23 木
24 金 マタニティスクール 13：30～ 16：00

（保健福祉センター）（要予約）
25 土 第３回　神石高原町ウォーキング交流会
26 日
27 月 消費生活相談会 10：00～ 15：00（役場油木支所）
28 火 保育所開放 10：00～ 11：00

� （こばたけ保育所TEL：85-2718）
子育て相談 13：00～ 17：00
� （こばたけ保育所TEL：85-2718）
総合健診 8：00～ 10：30受付（豊松多目的体育館）

29 水 総合健診 8：00～ 10：30受付（豊松多目的体育館）
30 木 おひさま広場 10：30～ 14：00　エアロビクス

� （小畠交流会館）
総合健診 8：00～ 10：30受付（豊松多目的体育館）
運動のひろば 13：30～ 15：00

（油木コミュニティセンター）
31 金 総合健診 8：00～ 10：30受付（豊松多目的体育館）
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卒業証書授与式

「地域貢献をめざして」

合格体験発表会
　３月１日，平
成 24 年度卒業
証書授与式を挙
行しました。神
石高原町長牧野
雄 光 様 を は じ
め，多くの来賓
の ご 臨 席 を 賜
り，後輩たちが
心を込めて準備したフラワーアレンジが華や
ぎを添える式場で，産業ビジネス科 31 名，
普通科 38 名，計 69 名が卒業証書を手にし
ました。

　本校はミッションとして「学力を向上させ地域に貢献する人材の育成」を掲げています。産業ビジネス科では，
「ミツバチ」，「なまず」，「トマト」，「山菜」プロジェクトなど地域活性化に懸ける取組み，農業クラブでの数々
の受賞，日中国交正常化40周年事業の「中国の旅」参加，普通科では高校生平和大使として欧州国連本部訪問，
全国高等学校総合文化祭や全国高等学校体育大会への出場，さらに就職希望者全員決定など進路実績も着実に
成果をあげています。
　こうした生徒諸君の活躍は地域の皆さまのご支援の賜であり，今後とも本校に対する満足度アップをめざし
着実に歩を進めたいと思いますのでかわらぬご支援をお願いします。

　今年度，志望する大学に合
格した卒業生４名が，自分の
経験から得たことを後輩に伝
える「合格体験発表会」を行い
ました。睡眠時間のコント
ロール，志望校の決め方，さ
まざまな受験方式の選び方と
いった具体的な内容で語りかけていました。
　スーツに身を包み，堂々と自らの受験について語る姿は，
卒業証書授与式から３週間しか経っていないとは思えない
ほど大きく成長して見え，これからの大学生活での飛躍を
予感させるものでした。
　また，出身中学校でも油木高校での進路実現について話
しました。中学生からの質問にも一生懸命答えていました。

広島県立油木高等学校長　吉岡　正晴

　４月21日（日）午前10時からは，神石地区永野の花面公園で「下
帝釈渓谷コンサート」が行われます。満開の桜の中でのどかな音
楽に癒されてみませんか？コンサート終了後には，幻の鍾乳洞へ
無料で見学できるツアーもあります。
　また，４月29日（日）午前10時からは，帝釈峡一帯で「帝釈峡湖
水開きwithアウトドアフェスタ」が行われます。お得なサービス
がいっぱいの「帝釈峡満喫！体験ラリー」では，チェックポイント
でセグウェイ，ツリーイング，カヤックを体験しながら，スタン
プを集めて豪華景品を当てましょう‼同時に，神石高原マルシェ
も開催します。町内の産品をふんだんに使った創作グルメなどた
くさん出店されますので，ぜひ足をお運びください。
　その他にもイベントが行われますので，詳細については観光
協会ホームページをご確認ください。またホームページでは

『JAPAN Air MAP』・『ふらっと案内』で観光情報を提供しており
ます。スマートフォンをお持ちの方は，アプリをダウンロードし
て使ってみてください。四仙人と記念撮影できるかも？

　もう桜が見頃の時期になりましたね。
４月から神石高原町はイベントが目白押しです。 トマト仙人
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図書館だより

Library
 Box

だ
よ
り

『
シ
ニ
ア
運
動
教
室
』と

『
い
き
い
き
体
操
』に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す

子どもの読書週間が始まります（4/23 ～ 5/12）

シルトピアカレッジ図書館だよりをご存知ですか？
　図書館の特別展示のご案内や新着図書情報などを掲載した図書館だよりを
ほぼ一カ月に１回のペースで発行しています。図書館はもちろん各公民館，
支所にも配布していますので，ぜひご活用ください。

　
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
た
め
に
は
、
病
気
を
予
防
す
る

だ
け
で
な
く
、
閉
じ
こ
も
ら
な
い
生
活
を
す
る
こ
と
や
日
常
生
活
に
運
動
習
慣

を
取
り
入
れ
、
筋
力
の
維
持
向
上
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
元
気
な
う
ち
か
ら
、
介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

SUN MON TUE WED THU FRI

* * * 1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31 *

SAT

休館日 絵本のおはなし会

24
31

23 23
30

24
31

2013 May5

30

来月の「絵本のおはなし会」
ところ シルトピアカレッジ

図書館内児童図書コーナー

と  き 第1・3（土）ひる２時～

おはなしする人
絵本の会「ゆきんこ」

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

今年の標語「たくさん読んで　大きくなあれ」
　今年も子ども読書週間の季節がやってきました。
　子どもたちにもっと本を，子どもたちに本を読む場所
を，という願いから始まった子どもの読書週間。図書館
ではただいま児童書の特設展示を行っています。児童書
の中でも特に人気の高い本，昔からの定番のお話，お勧
めの本などたくさんの資料を展示して皆さんをお待ちし
ております。
　これを機会に，お子さんと一緒に本を読んでみてはいかがでしょうか？

コーヒーサーバー撤去のお知らせ
　図書館のコーヒーサーバーを，この度3月いっぱいで
撤去することになりました。沢山の方にご利用いただき，
本当にありがとうございました。

ごめん
なさい

『
い
き
い
き
体
操
』

　
か
が
や
き
ネ
ッ
ト
（
11
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
で
毎
朝
『
い
き
い
き
体
操
』
を
放
送
し
て

い
ま
す
。
高
齢
者
も
無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
介
護
予
防
の
体
操
で
す
。

　
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
一
緒
に
体
操
し
ま
し
ょ
う
。

　
◆
放
送
時
間
：
毎
朝 

午
前
7
時
50
分
～
8
時
◆

　
＊
リ
モ
コ
ン
の
ｄ
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
体
操
の
画
面
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

『
シ
ニ
ア
運
動
教
室
』

◆
内　
　
　
容　

�

簡
単
な
体
操
や
楽
し
い
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん

と
交
流
す
る
教
室
で
す
。

◆
対　
象　
者　

�

65
歳
以
上
で
介
護
認
定
を
受
け
て
お
ら
れ
な
い
方

◆
日
時
と
場
所　

�

油
木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー�

（
第
３
金
曜
・
第
4
木
曜
）

神
石
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー�

（
第
2
水
曜
・
第
3
水
曜
）

豊
松
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー�

（
第
１
金
曜
・
第
２
金
曜
）

小
畠
交
流
会
館�

（
第
２
木
曜
・
第
3
木
曜
）

　
　
　
　
　
　
　
＊
い
ず
れ
も
午
後
1
時
30
分
～
3
時

　
　
　
　
　
　
　
＊
い
ず
れ
か
の
会
場
へ
月
１
回
参
加
で
き
ま
す
。

◆
利　
用　
料　

�

無
料
（
送
迎
あ
り
）

◆
申
込
み
先　

�

保
健
課
・
福
祉
課
・
各
支
所
町
民
課
（
印
鑑
が
必
要
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先　
保
健
課
地
域
包
括
係
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
８
９
‐
３
３
７
７
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お問い合わせ
保 健 課
☎89-3366



お
で
か
け
く
だ
さ
い
広
域
へ

ひ
ろ
し
ま
の
鉄
道
・
パ
ー
ト
Ⅰ

�
～
ひ
ろ
し
ま
ロ
ー
カ
ル
線
の
旅
～

　
広
島
に
ゆ
か
り
の
あ
る
鉄
道
写
真
と

鉄
道
関
連
資
料
を
展
示
し
、
県
内
の
主

な
路
線
を
中
心
に
長
い
間
人
々
に
愛
さ

れ
続
け
て
き
た
鉄
道
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。
パ
ー
ト
Ⅰ
で
は
、
呉
線
・
福
塩

線
・
芸
備
線
・
可
部
線
・
木
次
線
・
三

江
線
・
広
島
電
鉄
・
広
島
高
速
交
通
・

井
原
鉄
道
な
ど
の
ロ
ー
カ
ル
線
に
焦
点

を
あ
て
ま
す
。

（
時
）4
月
26
日（
金
）～
6
月
16
日（
日
）

（
場
）
広
島
県
立
歴
史
博
物
館

（
料
）
一　
般　
２
９
０
円

　
　

 

大
学
生　
２
１
０
円

　
　

 

高
校
生
ま
で
無
料

（
問
）
広
島
県
立
歴
史
博
物
館

　
　
☎
０
８
４
‐
９
３
１
‐
２
５
１
３

じ
ょ
う
げ
端
午
の
節
句
ま
つ
り

　
じ
ょ
う
げ
端
午
の
節
句
ま
つ
り
実
行

委
員
会
で
は
、
白
壁
の
町
並
み
に
こ
い

の
ぼ
り
を
飾
り
、
各
商
店
や
資
料
館
に

五
月
人
形
を
展
示
し
て
、
訪
れ
る
人
を

お
迎
え
し
ま
す
。

（
時
）4
月
20
日（
土
）～
5
月
12
日（
日
）

　
　

 

午
前
9
時
～
午
後
5
時
頃

（
場
）
白
壁
の
町
並
み

�

（
府
中
市
上
下
町
上
下
）

（
問
）
じ
ょ
う
げ
端
午
の
節
句
ま
つ
り

�

実
行
委
員
会

　
　
☎
０
８
４
７
‐
６
２
‐
３
９
９
９

４月１日現在　（　）内は前月比

人口	 10,430	人	 （－84）
	男	 4,970	人	 （－55）
	女	 5,460	人	 （－29）
世帯	 4,164	世帯	 （－27）

人 口 と 世 帯

※�町税等の納付は便利で確実な口座振替をご利用ください。

●軽自動車税・全期分
納期限　４月30日

4 月 の 納 税

神石高原町立病院では，“まめくら
ぶ”（神石高原町立病院健康学習
会）を２カ月に１回開催しています。
毎回テーマを変えて，専門の医師
やスタッフにより，広く地域の皆
さんに健康情報を提供いたします。
どうぞお気軽に参加ください。

＊病院内２階会議室で，10時か
ら，約１時間行います。
＊お問い合わせ
　神石高原町立病院☎85-2711
　（看護部長）池田美智子
　（栄 養 室）渡辺　久子

開催日
５月29日㈬　10時～
� ※奇数月の開催になります。

まめくらぶ
開催のご案内 神石高原町立病院

健康学習会

※自治振興会や老人会等の各種団体研修会の場
で，今まで実施した「まめくらぶ」の内容で学
習会講師の派遣依頼をお受けしております。
くわしくは，上記担当者までご連絡ください。

内　容
『もの忘れ外来とは？』

担　当
副院長　服部　文子

長
期
療
養
児
療
育
相
談

に
つ
い
て

小
児
慢
性
特
定
疾
患
児

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業

を
実
施
し
ま
す

　

広
島
県
東
部
保
健
所
福
山
支
所
で

は
、
慢
性
疾
患
な
ど
で
長
期
に
療
養
さ

れ
て
い
る
お
子
さ
ん
と
、
そ
の
ご
家
族

な
ど
を
対
象
に
保
健
師
に
よ
る
相
談
を

実
施
し
ま
す
。（
要
予
約
）

●
日
時　
奇
数
月
第
１
水
曜
日

　

�

5
月
１
日
、
7
月
３
日
、
9
月
４
日
、

11
月
６
日
、
平
成
26
年
1
月
29
日
、

3
月
５
日

　
＊
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時

●
場
所　
広
島
県
福
山
庁
舎
第
３
庁
舎

●
相
談
料　
無
料

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
県
東
部
保
健
所
福
山
支
所

�

保
健
課

　
　
☎
０
８
４
‐
９
２
１
‐
１
３
１
１

�
（
内
線
２
４
１
８
）

　
慢
性
疾
患
の
た
め
長
期
療
養
を
必
要

と
す
る
児
童
の
日
常
生
活
に
お
け
る
健

康
の
保
持
増
進
お
よ
び
福
祉
制
度
の
周

知
を
図
る
た
め
、
親
な
ど
を
対
象
に
、

同
じ
不
安
や
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
長
期

療
養
児
を
養
育
し
て
い
る
ピ
ア
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
助
言・相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

　
5
月
16
日
（
木
）

　
　
神
石
高
原
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
7
月
18
日
（
木
）

　
　
府
中
市
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
9
月
19
日
（
木
）

　
　
神
石
高
原
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
11
月
21
日
（
木
）

　
　
府
中
市
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
平
成
26
年
1
月
16
日
（
木
）

　
　
府
中
市
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
3
月
13
日
（
木
）

　
　
府
中
市
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
12
時

＊
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

●
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
県
東
部
保
健
所
福
山
支
所

�

保
健
課

　
　
☎
０
８
４
‐
９
２
１
‐
１
３
１
１
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jinsekikougen information

　
主
　
事　
松ま

つ
も
と本　
　
光ひ

か
り

　
　
　
　　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
情
報
政
策
室
情
報
政
策
係

三
和
地
区
の
高
蓋
に

住
ん
で
い
ま
す
。
趣

味
は
手
芸
と
整
理
整

頓
で
す
。

　
主
　
事　
佐さ

藤と
う　
佑ゆ

美み

　
　
　
　　
福
祉
課
厚
生
係

未
熟
な
私
で
す
が
、

早
く
仕
事
を
覚
え
一

人
前
と
し
て
働
け
る

よ
う
一
生
懸
命
頑
張

り
ま
す
。

　
主
　
事　
檀だ

ん

上じ
ょ
う　
信の

ぶ

之ゆ
き

　
　
　
　　
住
民
課
町
民
係

早
く
神
石
高
原
町
に

慣
れ
、
皆
さ
ん
に
必

要
と
さ
れ
る
職
員
と

な
れ
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。

　
保
健
師　
平ひ

ら

元も
と　
理り

恵え

　
　
　
　　
保
健
課
健
康
係

笑
顔
で
明
る
く
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
皆
さ

ん
に
元
気
を
与
え
ら

れ
る
保
健
師
を
目
指

し
頑
張
り
ま
す
。

　
　
（
平
成
25
年
4
月
1
日
付
け
採
用
）

～減らそう犯罪 あなたが主役～ 広島県警察ホームページ　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/police/

交 番 Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ

運転免許更新日のご案内

３月分

５月の免許更新日は
10 日（金），17 日（金）です。
5月17日（金）でも一般・違反・初回の方の免
許更新は可能ですが，6月7日（金）に再度油木
交番へ来所し，講習を受けて頂くことになります。

＊�見慣れない不審な車両・人物を見かけたら，
迷わずすぐに『110番通報』を！

町内の
交通事故

	

名
　
前	

（
自
治
振
興
会
）

お
誕
生
（
３
月
届
出
分
）

木き

　
原は

ら

　
榮は

る

　
花か

　（
福

永
）

髙こ
う

　
延の

べ

　
利と

し

　
行ゆ

き

　（
東
油
木
）

藤ふ
じ

　
原わ

ら

　
湊み

な

　
翔と

　（
小

畠
）

神石高原町内
事件・事故発生状況

交通事故0の町をめざそう！

人傷事故	 2件
物損事故	 16件

（
敬
称
略
）

	

名
　
前	

（
自
治
振
興
会
）	

　
　
年
齢

お
悔
や
み
（
３
月
届
出
分
）

髙た
か

　
丸ま

る

　
ウ
メ
ヨ
　（
下
豊
松
）	

100
歳

竹た
け

　
岡お

か

　
太た

　
郎ろ

う

　（
相

渡
）	

86
歳

田た

　
邉な

べ

　
慶け

い

　
三ぞ

う

　（
仙
養
東
）	

53
歳

小こ

　
林ば

や
し

　
　
　
肇は

じ
め

　（
仙
養
西
）	

72
歳

田た

　
中な

か

　
文ふ

み

　
雄お

　（
小

畠
）	

84
歳

川か
わ

　
上か

み

　
寅と

ら

　
二じ

　（
草

木
）	

86
歳

わ
か

　
林ば

や
し

　
博ひ

ろ

　
美み

　（
源
流
の
里
し
ん
さ
か
）	

89
歳

江え

　
ぐ
さ

　
政ま

さ

　
枝え

　（
下
豊
松
）	

89
歳

中な
か

　
山や

ま

　
　
　
昇の

ぼ
る

　（
草

木
）	

85
歳

福ふ
く

　
島し

ま

　
ツ
タ
ヱ
　（
田

頭
）	

91
歳

土ど

　
居い

　
則の

り

　
雄お

　（
高

蓋
）	
62
歳

森も
り

　
　
　
チ
ヨ
コ
　（
田

頭
）	
102
歳

井い
の

　
上う

え

　
邦く

に

　
子こ

　（
上
豊
松
）	

88
歳

大お
お

　
塚つ

か

　
正ま

さ

　
之ゆ

き

　（
南
ゆ
き
）	

82
歳

西に
し

　
田だ

　
　
　
功い

さ
お

　（
草

木
）	

79
歳

尾お

　
川が

わ

　
光み

つ

　
枝え

　（

上

）	

82
歳

（
敬
称
略
）

お
詫
び
と
訂
正

　
３
月
号
の
お
悔
み
の
記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
（
誤
）
藤
岡
惠
二
（ 

上 

）

　
（
正
）
藤
岡
惠
二
（
高
蓋
）

詐　　欺　１件

死亡事故発生‼
　今年３月，町内で死亡事故が発生しました。
　�事故をすると本人がけがをするだけでなく，家族などを
悲しませることになります。
　事故をしないために，
　　○�無理をせず，余裕のある運転を心掛ける
　　○�周囲の状況をよく確認して，�

状況に応じた運転をする
　など，事故に遭わないように
　注意しましょう。

　〝飲んだら乗るな　乗るなら飲むな″を
合い言葉にお互いが声をかけ合い飲酒運
転をなくしましょう。

【飲酒運転の根絶】

新
規
採
用
職
員
の
紹
介
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●みんなで　人

じん

生を楽しもう
●みんなで　元

げん

気に暮らそう
●みんなで　責

せき

任を持とう
●みんなで　挑

ちょう

戦しよう
●みんなで　行

こう

動しよう

時 安 自 治 振 興 会

西
にし

屋
や

　郁
いく

子
こ

さん

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
お
い
し
さ
の
秘
訣

　

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
店
内
に
並
ぶ
郷
土
料
理
の
数
々
。
道
の
駅

さ
ん
わ
１
８
２
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
に
あ
る
手
作
り
の
自
然
食
バ

イ
キ
ン
グ
「
自
然
食
レ
ス
ト
ラ
ン　

高
原
の
風
」
で
、
チ
ー
フ

と
し
て
レ
ス
ト
ラ
ン
の
厨
房
で
調
理
を
担
わ
れ
て
い
る
西
屋
さ

ん
。地
元
ス
ー
パ
ー
の
調
理
師
と
し
て
20
年
間
勤
務
さ
れ
た
後
、

家
族
の
介
護
の
た
め
、
仕
事
か
ら
離
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

１
年
半
前
に
レ
ス
ト
ラ
ン
の
調
理
師
と
し
て
再
び
腕
を
振
る
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
鮮
な
町
内
産
の
旬
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
、
野
菜

中
心
の
郷
土
料
理
を
求
め
て
、
70
席
で
満
席
に
な
る
レ
ス
ト
ラ

ン
に
、
休
日
な
ど
多
い
時
は
２
０
０
人
を
超
え
る
お
客
さ
ん
が

あ
り
、
特
に
夏
の
暑
い
時
期
の
厨
房
は
体
力
的
に
も
つ
ら
く
、

そ
ん
な
時
、
食
事
を
し
て
帰
ら
れ
る
お
客
さ
ん
か
ら
「
お
い
し

か
っ
た
よ
」「
ま
た
来
る
ね
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
え
る
こ
と

が
何
よ
り
も
う
れ
し
く
、
元
気
を
も
ら
わ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
「
み
ん
な
で
仲
良
く
協
力
し
な
い
と
、
お
い
し
い
も
の

を
作
っ
て
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
ん

の
よ
」
と
従
業
員
の
方
た
ち
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
と
て
も
大

切
に
し
て
お
ら
れ
、
同
時
に
働
く
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
か

ら
も
元
気
を
も
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
西
屋
さ
ん
は
「
高
原
の
風

を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
も
っ
と
多
く
の
方
に
郷
土
料
理
を
食

べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
優
し
い
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

No.36

神石高原町

生き活き
ネットワーク

杉
すぎ

原
はら

　尊
たけ

流
る

ちゃん（上）

安
あ

彦
びこ

　晴
はる

陽
ひ

ちゃん（相渡） 横
よこ

山
やま

　湖
ひろ

星
と

ちゃん（ながの村）

松
まつ

岡
おか

　愛
まな

翔
と

ちゃん（高蓋）

☆親の願い　みんなを和ませるや
さしい男の子になあれ♥

☆親の願い　強くやさしくたくま
しく元気で大きくなってね。

☆親の願い　元気でたくましく☆
笑顔の似合う人になってね。

☆親の願い　心も身体もおおき
く，強くやさしく育ってネ♥

この広報紙は環境にやさしい再生紙と，大豆油インキを使用しています。
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